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拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

当会は文部科学省認可の財団法人で、九州・沖縄・山口の経済社会に関する総合的調査研究を行っています。 

当会では、福岡市に今春オープンした会員制ライブラリー「BIZCOLI
ビ ズ コ リ

」において当会研究員や各界著名人によ

るセミナー、トークセッションなどを行っておりますが、遠方のために参加が難しい皆様向けに、「旬」なテーマを題

材にしたセミナーを九州・沖縄・山口各地で開催しております。 

今回は、「クルーズ船の経済波及効果」と「震災後の企業立地動向」をテーマに、当会研究員より報告します。 

自由な雰囲気の気軽な会を目指しておりますので、九経調の会員各位や関係者の皆様のご参加をお待ちし

ております。                                                          敬具 

記 

日 時 平成２４年１０月２６日（金）１４：３０～１７：００

場 所 沖縄県青年会館（梯梧の間） （那覇市久米 2-15-23）

テ ー マ ①「クルーズ船の経済波及効果～クルーズ客船の大型化とその効果について～」 

当会 調査研究部 研究員  上田 紘平 

 近年、中国発着を中心とした東アジアにおけるクルーズ市場が活況を呈しています。なかでも、九

州・沖縄への外国クルーズ船の寄港は年々増加しています。大型クルーズ船寄港がもたらす経済

波及効果について、中国人観光客へのアンケート結果や最新動向をもとにご紹介します。 

 ②「震災後の企業立地動向～企業は沖縄をどうみているか～」

当会 調査研究部 次長  加峯
か ぶ

 隆義 

 3.11 東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故により、企業のリスク管理意識が高まっていま

す。安定した電力供給、アジアとの近接性、若い労働力など本土と比べて有利なポテンシャルを

有する沖縄県が、いま、注目を集めています。 

定 員 70 名（参加無料／①、②どちらか一方のご参加も可能です／定員になり次第締め切ります） 
 
申込方法 10 月 22 日（月）までに FAX にて 
 

＜＜お問い合わせ先＞＞ 

財団法人九州経済調査協会 調査研究部（担当：庄村、徳田） 

電話 092-721-4907   FAX 092-721-4904 

 

九経調セミナー in 沖縄 

http://www.kerc.or.jp/archives/ask.php



「九経調セミナー in 沖縄」参加申込書 
(財)九州経済調査協会 調査研究部 庄村 行  (FAX  092-721-4904) 

 

10 月 26 日（金）14：30～17:00 於：沖縄県青年会館 梯梧の間 

＊複数の方がお申し込みされる際は、お手数ですがこの面をコピーしてご使用ください 

 
会社・団体名                                                          

 
 
お  役  職                                                            

 
 
ご  芳  名                                                            

 
 
お電話番号                                                            

 

 

ゆいレール旭橋駅、県庁前駅 
から徒歩約 8分 

10月 22日（月）までにお申し込みください 

 
沖縄県青年会館 


